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マ
ト
栽
培
に
力
を
入
れ
て
い
る
若
手
農
家
、

松
岡
さ
ん
は
、
山
形
県
立
農
林
大
学
校
で
野

に
就
農
し
ま
し
た
。
大
玉
ト
マ
ト
の
栽
培
に

、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
で
体
験
し
た
ト
マ
ト

将
来
大
玉
ト
マ
ト
を
育
て
て
み
た
い
と
強
く

い
も
が
み
ト
マ
ト
部
会
に
も
参
加
し
、
ト
マ

す
。

や
し
規
模
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大
を
目
指
す
松
岡
さ
ん
に
期
待

（稲
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班
　
高
山
光
弥
）
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山尾市長より任命された農業委員 19名 と、新庄

市農業委員会より委嘱を受けた農地利用最適化推

進委員8名の総勢27名体制で本市農業・農村の発

展に取り組んでまいります。

阻五遍=農業委員

匠

=コ

=農地利用最適化推進委員 担い手の減少や遊体農地の増加

といつた課題を考慮し、農家の

方々と会話をもつて地域農業の

振興を目指していきます。

萩

野

班

/

薦を頂き農業委員二期目を務め

させていただくことになりまし

た。農家の皆様方のお力を借り

ながら頑張つて参りますのでよ

ろしくお願いいたします。 |

が厳しさを増す中、地域におけ

る農地利用のあり方や優良農地

の確保及び有効利用、担い手の

確保育成に重点を置き、諸先輩

の方々や関係機関と連携し、地

域振興に取り組んでまいります

のでご協力お願いいたします。

松浦 洋一

今回、農地

利用最適化推

進委員二期目を務めさせて頂く

ことになりました。農地の遊休

化、従事者の高齢化等農業を取

り巻く環境が日々厳しくなって

いる中、担い手や意欲のある方
への橋渡し的な役割が少しでも

できたらいいなと考えています。

笹 寿明

持続可能な

地域、個人、

法人、集落営農を探るべく農業

委員、農地利用最適化推進委員

の方々と手を携えて、人 農地

プラン、農地利用の最適化に向

けて地域の皆さまの協力と供に

取り組んでまいりたいと考えて

おります。

高 山 光 弥

今年から新

しく農業委員

を務めさせていただく事になり

ました。今後想定される地域の

農業に関わる方々の高齢化に伴

う農地の問題点の解決改善の手

助けができる様に頑張りますの

でよろしくお願いします。

海藤 芳正

この度、農

地利用最適化

推進委員に就任いたしました。

全国的な人口減少、少子化は農

業従事者にも及んでおります。

減少する農家でいかに優良な農

地を維持するか、今まで農業委

員としての経験を生かし尽力し

てまいります。

茂丹

農業委員二

期目になりま

す。コロナで世の中も一変して

おり、農業情勢も一段と厳しさ

を増してきております。そんな

中でも農家の目線に立った活動

をしていきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

野班

早坂 浩樹

この度、萩

野地区より推

薦をいただき農業委員に任命さ

れました。農業を取り巻く環境

が一段と厳しくなる状況を踏ま

え、農家の皆さまのお力をお借

りしながら、地域の農業発展の

ために頑張つていきますのでよ

ろしくお願いします。

伊藤 正美

この度、推

進委員に着任

することになりました。農業経

験もまだ浅く農業委員会の運営

内容についてほぼ無知な状態で

すが、農業委員の方々及び他の

推進委員の方々から指導を仰ぎ、

地域の保全のために尽力してい

きたいと思います。

班長

下山 秀―

この度、地

区のご推薦に

より二期目の農業委員を拝命いた

しました。農家の皆さま方がお考え

になっている将来の農業経営の在

り方についての相談など少しでもお

役に立ちたいと考えています。微力

ではありますが精一杯努力いたしま

すのでよろしくお願いいたします。

間 真一

地域の皆様

や関係機関と

連携 しながら、農地の利用最適

化推進に努めてまいりますので

よろしくお願いいたします。

雛研鵞機
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新 庄 班

八 向班

班長

清水 哲夫

濯 奨2脂 ニ

ー

・ L
し、地域の方々と共に協力し合

い、将来につながるように頑

張つていきたいと思います。

三原 康志  儡

1撃厭?董璽■ムニLI

1愕諮五十嵐成生

業曇賃i孟

`―

道Ъ

活動させて頂くことになりまし

た。農家の財産である農地を、

しっかりと守つていくために一

生懸命働いていきたいと思いま

す。そのために農地法、農地関

連法を勉強し、即戦力となるよ

うに頑張ります。

三原 常男  .‐ ::1‐

適需健型曇量 鸞
になって二期目です。優良農地

の確保を進め、農用地の効率利

用と担い手の育成を農業委員さ

んと共に農業者の代表として頑

張りますのでよろしくお願いし

ます。

今田 供明

適濶 理 言 ご |けち

の活動を通して、農地の遊体化

の防止や解消によつて、地域の

農地が次の世代へ適切に引き継

がれるようにして行きたいと思

います。

委員二期目を務めさせて頂くこ

とになりました。農業を取り巻

く環境は厳しさが増しておりま

すが、農地利用最適化推進委員

と協力して頑張つていきたいと

思いますのでよろしくお願いし

ます。

星川 豊

農地行政の励行、伝達に頑張つ

て参りたいと思います。

星川 秀男

へ曇号礫辱畜 lrド 欝「 L
わり、これからの農業、農村の

進んでいく方向を考え、良い形

で次の農業者に受け継いでもら

えるように努力します。一年目

なので何もわかりませんが、知

識を深め自覚を持つて活動して

行きます。

必鏡:よ訪己t撮
さを増し、農家を継続していく

のが困難になつているのが現実

です。農地 農家を守るべく、

勉強しながら地域に密着し頑張

りたいと思います。

森 良― ｀｀
ヽ_ノ

《
一一
・・・

′
‐――″だ｀

期言2曇あ言 津
‐IL

せていただく事になりました。

初心に戻り地域農業の振興及び

「人・農地プランJに積極的に

取り組んでまいりますので、ご

協力よろしくお願いいたします。

今田 栄二   =、 ふ

適需推型曇毛 Jゝ ・プ L
として新たな気持ちで、農業委

員と連携しながら農地の自然災

害の対応や、地域農業が将来に

向けて持続可能な農業の実現に

向け取り組んで行きます。

佐藤喜代志

異常気象に

よる度重なる

自然災害での農作物被害、農業

者の高齢化並びに後継者不足な

ど地域農業の課題は山積の中、

農業者の声を広く聞き、農業の

発展に結び付ていく取り組みを

農業委員として鋭意努力して参

ります。

|1田宮 成彦

′
ｒ
　
ヽ
、

Ｆ

Ｉ

／
＜

ｔ
、A_/tヽ

須田 雄二

推進委員に委嘱されました。地

域の優良農地を守つていくため

に地域の皆様と協力し、頑張つ

ていきたいと思いますので、よ

ろしくお願い致します。

八向班

稲舟班

::薦za循度r=・■1翫籠ゴ饉
‐
=通初めて農業委員に任命されまし

た。近年の農業を取り巻く状況

は厳しいものですが、地域の皆

さんと連携じ協力を頂きながら

頑張つていきますのでよろしく

お願いします。
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浅
沼

玲
子
（稲
舟
班
）

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

農
業
委
員
会
は
、
昨
年
７
月
の
改
選
で
新
体

制
と
な
り
、
引
き
続
き
３
年
間
、
会
長
の
職
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
関

係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
新
庄
市
の
農
業
の

発
展
と
、
大
切
な
農
地
を
守
る
た
め
日
々
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
日
常
活

動
を
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
、
皆

様
の
生
活
に
も
大
き
な
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
７
月
の
豪
雨
で
、
多
く
の
箇
所
が
大

規
模
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
自
然
災
害
の
規
模

は
益
々
甚
大
化
し
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、　
一
日
も

早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
米
の
消

費
量
の
減
少
、
米
価
の
低
迷
、
農
業
者
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
等
の
諸
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

農
地
を
農
地
と
し
て
管
理
す
る
こ
と
が
厳
し
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

新
庄
市
農
業
委
員
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
継
続

的
に
農
業

・
農
村
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
食

料
生
産
手
段
と
し
て
の
優
良
農
地
を
守
る
と
と

も
に
、
農
地
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
保
全
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
諸
活
動
の
制
限
も
あ
り
ま
す
が
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
皆
さ
ん
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
新
庄
市
の
農
業

振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

―

―

―

＊

―

―

―

＊

―

―

―

＊

―

―

―

＊

―
―

―

会
長
職
務
代
理

笹

　

行
也
（新
庄
班
）

今
ま
で
地
域
農
業
を
支
え

て
く
だ
さ

っ
て
い
た
農
業
者

の
高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手
も
減
少
傾
向
に
あ

る
中
で
少
し
で
も
効
率
的
に
生
産
、
保
全
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
一
一■

　
一
一
一

●
一
一、
　
　
一Ｌ
■

多
様
な
考
え
方

一

を
持

つ
地
域
の

一
．

農
業
者
、
地
主

一

の
方

々
と
共
に

一

未
来
に
繋
が
る

一

地
域
づ
く
り
、
　

一

農
地
利
用
の
最

一

適
化
を
前
に
進

一

め
て
い
き
た

い

一

と
考
え
て
い
ま

一

す
。
　
　
　
　
　
一

農
業
委
員

今
田
　
則
雄

氏

高
橋
　
敏
行

氏

鶴
巻
　
浩
美

氏

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員

高
橋
　
和
彦

氏

伊
藤
　
忠
男

氏

大
沼
　
真
也

氏

田
中
　
満
夫

氏

①
農
地
の
売
買
や
転
用
等
に
つ
い
て

の
審
査
。

②
農
業
の
担
い
手
育
成
と
農
地
の
有

効
活
用
を
通
じ
た
、
活
力
あ
る
農

業
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
。

③
意
見
の
公
表
、
行
政
庁
に
対
す
る

答
申
な
ど
。

,||■ ■豊■■■
=i■

長い問ご尽力いただきあ呼がとうございました
ご勇退される農業委員・農地利用最適化推進委員の皆様

‐ ‐ ‐ □ 顧 豪 日 、′
日
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.匡19曇言ι零昌皇褥彙3響‖[栓ぃたぃ― 晨地法の許可が必要です
器計‐詢 カ

◆申請。報告の締め切り 毎月10日 (休日・祝祭日の場合はその前の平日)

◆農業委員会総会    毎月25日 (休日・祝祭日の場合はその後の日)

まずは農業委員会へご相談ください
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鰊腋颯隧嘔仁諫鰊褥麒鰊睫黎隕鰊
農
業
委
員
会
で
は
、
今
年
度
７
月
２７
日
か
ら
の
約

一
カ
月
、
各
担
当
地
区
の
調
査
員
が
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
遊
休
農
地
の
確
認
と
発

生
防
止
の
た
め
に
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

農
業
の
担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
と
い
っ

た
様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、
既
に
耕
作
放
棄
地
と

な

っ
た
土
地
な
ど
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
毎
年

行

っ
て
い
ま
す
。

実
際
足
を
運
ん
で
み
る
と
、
山
間
地
で
の
不
利
な

地
形
で
あ

っ
た
り
、
車
が
乗
り
入
れ
で
き
な
い
場
所

で
あ

っ
た
り
事
情
も
様
々
で
す
が
、
最
適
な
農
地
の

維
持

・
継
承
の
た
め
知
恵
を
出
し
合

っ
て
解
消
に
向

け
た
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（八
向
班
　
田
宮

成
彦
）

８
月
２７
日
、
新
庄
市
の
水
稲
作
況
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
最
上
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
農
業
技
術
普
及

課
の
阿
部
誠
司
氏
に
ご
同
行
い
た
だ
き
、
稲
の
様
子

を
確
認
し
な
が
ら
市
内

一
円
を
調
査
し
ま
し
た
。

現
地
調
査
終
了
後
、
水
稲
栽
培
の
技
術
対
応
な
ど

に
つ
い
て
阿
部
指
導
員
よ
り
た
く
さ
ん
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
穂
後
か
ら
収
穫
ま
で
の
登
熟

期
間
の
水
管
理
な
ど
の
注
意
事
項
、
農
作
業
中
の
事

故
防
止

（農
機
具
の
故
障
時
の
エ
ン
ジ
ン
停
止
の
徹

底
）
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
の
作
柄
、
早
熟
品
種
は
長
雨

・
低
温
の

た
め
不
稔
が
多
く
、
奥
穂
は
日
照

・
高
温
に
助
け
ら

れ
、
平
年
並
み
の
収
量

・
良
質
米
で
あ
っ
た
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
（萩
野
班
　
指
村

貞
芳
）

ｎ
月
６
日
、
令
和
２
年
度
山
形
県
農
業
委
員
会

大
会
が
新
庄
市
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
開
催
自
体
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
検
討
に
検
討
を
重
ね
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
、
密
接
に
な
ら
な
い
よ
う
に
人
数
も
制
限
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
は
、
新
庄
市
農
業
委
員
会
の
浅
沼
玲
子
会
長

の
開
会
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
各
地
区
よ
り
提
出
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「次

世
代
に
継
承
す
る
活
力
あ
る
農
業

・
農
村
の
再
構
築

の
た
め
の
政
策
」
「
地
域
の
農
業
を
活
か
し
、
担

い

手
を
応
援
す
る
全
国
運
動
で
新
型

コ
ロ
ナ
禍
の
農

業

・
農
村
を
元
気
に
す
る
申
し
合
わ
せ
」
「
農
業
者

年
金
の
加
入
推
進
と
情
報
提
供
活
動
の
強
化
に
関
す

る
申
し
合
わ
せ
」
「
新
た
な
食
料

・
農
業

・
農
村
基

本
計
画
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
に
関
す
る

申
し
合
わ
せ
」
が
提

案
さ
れ
、
す
べ
て
満

場

一
致
で
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と

い
う

こ
と
も
あ
り
異
例
づ

く
し
の
大
会
と
な
り

ま
し
た
が
、
大
会
各

関
係
者

の
ご
尽
力

の

お
か
げ
で
無
事
に
閉

会
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

（新
庄
班
　
五
十
嵐

成
生
）
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・ 少子高齢化時代に強い

「積立方式・確定拠出型」

・ 自由に選択・変更できる

保険料 (月 額2万～6万7千円)

0終身年金 80歳前に亡くなつた場合は

死亡一時金が遺族に支給

・ 社会保険料控除などの税 制 面 優 遇

・ 若 くから農業の担い手として頑張る人を応援 !

保険料の国庫補助を受けられます
※国庫補助を受けるには要件があります

・積立金がマイナスとならないよう
措置がされます
不利累計額が万が一マイナスになつた場合は不利

準備金を補填 し、マイナス相当額が補填されます。

しつかり積み立て、がつちリサポー ト安心で豊かな老後を

事務局からのお知らせ

|

農業者の方なら広く加入できる農業者年金にはたくさんのメリットがあります !

農業者年金にカロ入できる人は?

①国民年金第1号被保険者    |

①
≧霙墓翼運ξ35臭暑きますHI

編

集 :

後

釉
颯
錮
蛉
畿
癸
鑢
蝙
瘍

藤
贔
曖
燎
鱗
鏃
舅
吻
隕

相
続
等
に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取
得
し

た
時
は
、
農
業
委
員
会
に
そ
の
旨
を
届
出

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

届
出
を
し
な
か

っ
た
り
、
虚
偽
の
届
出

を
し
た
者
は
、

１０
万
円
以
下
の
過
料
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
遠
方
に
お
住
ま
い

の
方
が
農
地
を
相
続
し
、
自
身
で
管
理
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
な
ど
、
借
り
手
を

探
す
な
ど
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

農
業
経
営
に
役
立
つ
情
報
―

農
業
経
営
に
役
立
つ
情
報
が
満
載
、
農

業
の

「担
い
手
」
の
育
成
や
そ
の
経
営
発

展
に
役
立
ち
ま
す
。

く
ら
し
や
生
活
に
役
立
つ
―

「
食
」
や
健
康
、
生
活
の
ア
イ
デ
ア
、

趣
味
な
ど
、
暮
ら
し
や
生
活
に
役
立
つ
話

題
も
豊
富
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

家
族
み
ん
な
で
お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
。

少
な
い
負
担
で
購
読
で
き
る

購
読
料
も
月
７
０
０
円
と
少
な
い
負
担

で
ご
購
読
い
た
だ
け
ま
す
．

購
読
の
申
し
込
み
は

新
庄
市
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
―

（ｈ
０
２
３
３
１
２
９
１
５
８
３
９
）

令
和
２
年
７
月
２０
日
、
改
選

に
よ
り
新
体
制
農
業
委
員
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

や
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
農

地
利
用
集
積

・
集
約
化
、
耕
作

放
棄
地
の
防
止
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
７

月
の
豪
雨
被
害
な
ど
、
昨
年
は

今
ま
で
に
無
い
大
変
な
年
と
な

り
ま
し
た
。
何
か
と
不
安
が
募

る
今
日
で
す
が
、
こ
の
状
況
が

一
日
も
早
く
解
消
さ
れ
、
平
穏

な
日
々
が
戻
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

（稲
舟
班
　
高
山

光
弥
）
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一

記 :

‐・  くオっしく[ま

あ近くの農業委員会

事務局、または

農協まであ尋ね


